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750～1300 nmの領域に CRバン ドと帰属できるような強い吸収帯は観測されなかった。
(C6H5CN)2+についても、(C6H50H)2+と同様に、水素結合の存在による幾何学的な制約のため
に2つの芳香環が互いに平行となるような構造がとれず、π軌道の重なりが不十分であるため、
電荷共鳴相互作用が小さいと考えられる。     1。
一方、ダイマー内のモノマーイオンユニット
に起因するLEバンドの位置に関しては、 =08
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